
れの生じない可能性がある.

傾)普削りの位曲ははにより近い面€するのが細かい割れの誘発を防止するので灸も 

仗い..

4 昭翱43年度の就験計画

1.4 2年度K採収したカラマツ供試材夜ついて 年籍構成,滅縦傾:斜,容埴密度数,线節性 

収柔性i；2,強鹿性能などについての測定を行ない,カラマッ材のねじれ狂いの主な原因を核 

討する・ ・

2. 集成初の溯迎,42羅葭に淑製したひき板の品質辞価を行ない,その品等別亿集成材を後 

造L ,その狂い,炯|K性能たどKついて実用品&を綃3Yし,カラマツ材の象成化汇よる品買 

改良法を必対する。

なおカラマツ角材・を心とした化桩柱についての樹定結果を取まとめる。

3. 為河乾帔.4 2蛇度のが先の結果から得られた乾爍条件(10 0 C )について,SW よ 

る狂いの防止および仕上げ含水甲と加工硫の狂い;てついて蜒を行なう〇

3 湍造用材の品等区分

1訳垓担当者

木材部材料科長:加納 孟

〃 洗據研究室:山井佳三郎,商見禹,近遊季一 t4=#孝

〃雍材研死室:莞木 虬 山口喜齒太,出所障一如

11材質研究蜜:須惑澎可,中川伸策,球久夫,小印正一,重松頼生,石原正春

2 賦験目的

近年,木材の斜蝴造にはぎわめて蕎しい変化がおこっており,木材侑谄の髙浒Kともない 

その酒賛分軒においては他の生廉材との破合があらわれている。木材綾用検の退半をしめる建 

楽材の分野Kおいても,理遠臓の作化,大工驚の灿などを,苛景と!«て.この渓なはとく 

西Eさを加えており,その治果11^業における木材の再生诧にたいして重大な危枱微を生じ 

ている.

木材犒没而にあらわれているかかる現狡を克服していくためには,各分导Kおける木村の安 

定した客座を跡保し ,用途R適した米粉の合理的需用をはかることが必技であるび,そのため 

には尢拈の!IJi^trたいする性能を明陪にし,その品氏にたいする信就度を高めるための瑯招が 

とくに也耍であることは云うまでもない。

かかる液・味から,この研究は遞筝用材kたいしてその実用的な品攻(箕変的性徳およて跳を 

的な化注術低’)の叢付けをおこない,その標泌化を(io、るための根拠を枪立することをねらい 

としている。

3昭和4 2年度の褒通とえられた襪衆

I .•用材の品翁区分

1,,スギの平割り•断而寸渉4. 5 8X 4.0 m , 6 4 8本を市兜およぴ付充問蚣から抽出し, 

節,丸分,其の仙の吊質,指標の癖把握を行なうための澜定,とりまとめを行なった。 

この記亜のなかでは,慣行の弟級区分がどのような基準・ほよっているかを探啄するととも 

K ・慎1林炽格にもとづいて格付する場合の孺因子の影坂!を検対した,為られた結果を要約 

すると次のとおりである。

i )抽出試科を股林規格雑もとづいて格付すると,表示の答級より低く格付されること 

が多い。これは主としてー胶に沮！用している品質科術の墓準が段林規絡のそれと比阻 

すると,いろいろな点で押なることを反诀したものと労えられる。



ii)諏登の対象になった平割りのうち役物は娼&として使用されることが多いので,m 

行の仕分けでは,威七隣接2枢面の良否Ksffai!の筮点をおいているよ5である。した 

がって無あないし小新の尹示も,それらの面に鴻してのことと解せられる。この点等 

扱によって抨"価の対黛になる良血散が変わる携林規懲とい:,おもむき頌にしている。

10 )慣行の仕分けでは,良面の頑の程度をその大ささと敌の両者て・祁断し,上小简ない 

L小節についてはお按2材面で5/ぐらい,破大長径5 5b卜4 〇陶售度を許容灼成 

としているようであるC

(V )愤行の仕分けては,•荻林規格におけるようなく材面の/5大節逐比はほとんど彦・さ 

れていないと考えられる。この点が晟林規格よりを彼が麻くなる眼大の隙F、と仙(さ 

れる.

V )典林規掐にもとづいた好合,上小節と小笥&掐付けされるものが務めて少なくなる

・これは,上小幽または小節の条伴に合更するようなものは,ほとんどが2方ないL 

1方無節任格付けされてしまう結果で・等級序列または各物の合格条件はついて, 

若干の泌豆しを毋することを物語っている。

VI )谜林月i陷では節の程废を绥大姫径と最大简迷比の2指谅によってみている始,良面

の化湖勺評価に便する隰り,飾径比以！豚因子に加える意味は少ないと榔诉される, 

!た<豺而の技大節径比心用する制限がやや世びしすぎる藉があり,怖度的な面から 

再験肘が必夢と考えられる。

(2)スギ心持ち正角材について,Iと回じような考え方で理査・行なった.また比做の詠味 

で米梅材についても同じ調査を行なった。

このためスギ心炭ち正角材(!〇 m X10 m X 3 m )18 6水を若野おXひ尾鷲诉区况の 

市版材のなかから,咬た米^バ去り正甬材8 〇本を田辺および清水地区産の市娘材のなか 

からそれぞれ抽出し,品’殴指標の実態把®のための測定を行な•□た,.

V •応力滞級!?分

in 物W産ブカマッ平角材の実大如度武綾の節代Xる弭度低減についてとりまとめを継続し 

fco

⑵ ス芋平割材の節Kついての强度的品實の•表方法を度耕中である〇

⑶ 筋建比が価度技及ぼす影恭をみるためのモデル突岐としてアカマツ(5mX8 ex14(1 

0)な用いて,i )広い材曲のモーメント一定区間について,顧圧比を一定cした場合 

の次爲(からの位塀Kよる如庭低波军,II )该線から節の痢まて•の距盗を一定に Lて,笥

-8 一

逢比を変えた丸冶の飛度低泌・; , !0)天然筋とドリルて•おけた孔の比或などの点につい

て软•討した。

(•1)スギおよぴ米楓について長柱試飮を行なった。

4 昭知4 3年度の試貽•計画

I用材の品部区分

スギ心祷ち正角材"Kついて,さらに2灿8を適定のうえ試料を抽出して,その品簣指雑の 

卖酬S握をするための哉芯を行ない,4 2克號のが雁結果とあわせてとりまとめを行なん 

n応力綽紡区分

⑴7•ガマッ平角材.ス羊平割材Kついて把展低滅因子とLての節め表示法を演註する〇

⑵ アカマツのモデル実除«おける無欠点小試片の粉果て得て,弥度低諛宰と苗の影恂を焕 

时する・

⑶ スギなよぴ米櫛め心持ち正角材について測定を行ない,柱材としての婚度品質の源示法 

をC?討する。

スギについて,奇僅比が俄泯に及ぼす影蠢を七デル実加Kより険紂する。


